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耐過魚を用いた新穴あき病耐病系ニシキゴイ（光り無地）の作出方法 

［要約］中国産コイ品種（荷包紅鯉）とニシキゴイの交雑魚（交雑第１代）のうち、色彩

が優良で感染試験に生残した個体（耐過魚）を選抜する。選抜個体を親魚とし作出した戻

し交雑第１代は、通常魚と同レベルの色彩を有し、新穴あき病に対し耐病性を持つ。  
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［背景・ねらい］  

従来の治療法では治りにくい新穴あき病は生産性の低下を招くばかりか、需要減少の一

因ともなっており、病気に強い丈夫なコイの生産流通が望まれる。これまでの研究により、

中国産のコイ品種（荷包紅鯉：かほうこうり）とニシキゴイとの交雑魚は新穴あき病に強

いが、色彩に難点があった。そこで品質と耐病性との両立を図るため、個体選抜による育

種方法を行った。  

 

［成果の内容・特徴］  

１ ニシキゴイ（プラチナ黄金）の雌親魚と中国産コイ品種（荷包紅鯉）の雄親魚から交

雑第 1 代（F１）を得る。F１は群としてはニシキゴイとしての品質に難点があるので、

F1 のうち、色彩が優良であり、新穴あき病原因菌の非定型 Aeromonas salmonicida 感染

試験に生残した個体（耐過魚）を選抜する。  

 

２ 個体選抜された F１（耐過魚）を雄親魚に用い、ニシキゴイ（山吹黄金）の雌親魚と

の交配から得られた戻し交雑第１代（BC１）は、通常魚と同レベルの色彩を備え、かつ、

新穴あき病に対する耐病性を有した。  

 

３ 色彩等による選別を経た耐過魚を用いることで、品質と耐病性の両立を図った新穴あ

き病に強いニシキゴイの育種手法が開発された。  

 

［成果の活用面・留意点］  

１ 他のニシキゴイ品種でも耐病系統の作出は可能だが、新穴あき病の耐病形質の遺伝様

式は現在のところ不明であるので、感染試験による耐病性の評価が必要である。  

２ 紅白等の斑紋魚は斑紋・色彩の優良化を図る必要があるため、（１代以上）戻し交雑を

行ってから耐過魚を作出する。  



 

［具体的データ］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図１ 新穴あき病感染試験における０歳魚の生残性  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ０歳魚における L*中央値の比較   図３ ０歳魚における b*中央値の比較  

 

 

 

［註］色彩色差計を用いた場合、光り（明るさ）は L*値、赤色系は a*値、  

黄色系は b*値で色彩の評価ができる。  

 

 

 

［その他］  

研究課題名：錦鯉優良種苗作出試験／創造的研究推進費  

予算区分：県単経常／県単特別  

研究期間：平成 20～23 年度 

発表論文等：  

縦線：測定範囲 , 白点：中央値 , 

色付き部分：四分位間の範囲  

縦線：測定範囲 , 白点：中央値 , 

色付き部分：四分位間の範囲 , **：P<0.01 
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